

公立大学法人横浜市立大学附属病院
CPCレポート病理指導医
確認印



　　　　　　　　　　　　研修医氏名（メールアドレスも）　　　　　　　　　　　　

病院名 　　　　　　　　　　　　　　　　診療科名　　　　　　　

	性別
	
	年齢
	　歳代





	剖検日時
	200　年　　月　　日　　　時　　　分





臨床診断名(主病名に○)　
１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．　　　　　　　　　　　　　　　　　


臨床病歴(主訴，現病歴，既往歴，家族歴，生活歴，おもな入院時現症，検査所見，入院後経過) 　
	

　レポート作成の手引き(作成の際はこの手引きを削除して書き込んでください)

　1　臨床診断名は主病名を1つ，副病名を2～3程度に絞る
　2　臨床病歴は簡潔にまとめる
　3　検査結果はすべてを羅列しない．
　　　その疾患で異常になりうるデータ，特殊検査はきちんと記載する．
　4　臨床上の問題点と病理解剖の目的（病理解剖で何を解明したいか）を必ず記載する
　5　フローチャートを作製する（考察）
　6　出来るだけ文献も含めた考察をし，参考文献を付記する
















	臨床上の問題点と病理解剖の目的










	病理解剖所見(肉眼的および組織学的所見)



























病理解剖診断 (主診断・副病変に分け、主診断に○)
１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．　　　　　　　　　　　　　　　　　
７．　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．　　　　　　　　　　　　　　　　　考察




